
 

第５学年＊組 道徳科学習指導案
指導者 根本 和行

Ｒ２研修センター長期研修
１ 主題名 友達のために【友情・信頼】小学校第５学年及び第６学年 Ｂ－（10）

２ ねらいと教材
（ ）ねらい 友達と互いに信頼し合い，高め合いながらよりよい人間関係を築いてい1

こうとする心情を育てる。
（ ）教材名 「友の命 （東京書籍「新しい道徳５ ）2 」 」

３ 主題設定の理由
( ) ねらいや指導内容について1

「友情・信頼」の内容項目に関して，高学年では 「友達と互いに信頼し，学び合，
って友情を深め，異性についても理解しながら，人間関係を築いていくこと 」と。
している。このことは，中学年の内容項目「友達と互いに理解し，信頼し，助け合
うこと 」を受け，お互いの信頼をもとに真の友情を育てることを目指している。。

児童は，友達関係において，集団をつくり，特定の友達との関係を深めることが
増えてくる。また，今まで以上に相手を意識していき，友達関係が学校生活に影響
を与えることもある。その一方で，児童は，互いの長所を認め，信頼し，相手の立
場になって考えようとする意識が低く，互いを高めていく友達関係を築くまでには
至っていない面が見られる。

そこで，相手を信頼し，相手の立場になって考え行動したり，励まし合ったりす
ることで友情が一層深まることに気付かせたいと考え，本主題を設定した。

（ ）児童の実態と教師の願い2

実態調査（男＊人 女＊人 計＊人）令和＊年＊月＊日調査
質問事項 ○ 友情がある関係とは，どのような関係ですか （自由記述）。

回答 ・仲よし ＊人 ・信頼がある ＊人 ・遊べる ＊人 ・友達 ＊人
・考えたことがない ＊人 ・分からない ＊人 ・その他 ＊人

質問事項 ○ 友達がいてよかったと思ったことはありますか。
回答 ある ＊人 ない ＊人

質問事項 ○ 「ある」と答えた児童の主な理由（自由記述）
回答 ・楽しい時 ＊人 ・助けてくれた時 ＊人 ・相談にのってくれた時 ＊人

・慰めてくれた時 ＊人 ・その他 ＊人
，「 ， 。」 ，アンケートの結果から 友情がある関係とは どのような関係ですか に対し

「仲よし 「遊べる 「友達」と回答した児童が＊人 「考えたことがない 「分」， 」， ， 」，
からない」と回答した児童が＊人いることから，友情に対しての理解を深めている
児童が少ないことが分かった。次に 「友達がいてよかったと思ったことはありま，
すか 」に対し 「楽しい時 「助けてくれた時 「相談にのってくれた時」等と回。 ， 」， 」，
答しており，児童にとって，友達の存在が日常生活において大きく，困ったときに
助けてくれる存在であると認識している児童がいることが分かった。一方で，信頼
関係から成り立つ友情に対して，相手を思い，友達関係を築いていこうとするまで
考えていないということが分かった。また，友情が信頼関係によって成り立ってい
き，友情を深めていくには，信頼関係が大切であることまで深く理解している児童
が少ないことも分かった。

そこで，本時の学習では，相手を分かり合おうとする気持ちが信頼に繋がり，互
いの言動に心をこめて，行動を繰り返し，その積み重ねから，友情や信頼関係をよ
り深めていくことを理解させたい。

（ ）教材について3

本教材は，友のために命を投げ出して助けようとする主人公と，その気持ちに応
えようとする友との話である。話の冒頭から，二人の間には互いを信じ合う心があ
り，それは疑い深い王様の言葉や周囲からの冷笑にも揺らぐこことはなかった。主

， ， 。人公と友が再会したとき 互いの友情は更に深まり 王様の心までも変えてしまう
。 ， ，友情を深めるための大切な心情や態度を学ぶことのできる教材である 導入 展開

終末においての発問の工夫，シンキングツールの活用，板書構成の工夫による，児
童の問題意識を高め，主体的に考えるための指導方法の工夫を通して，児童の道徳
的価値への理解を深め，ねらいに迫りたい。



４ 学習指導過程 
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　友達とともに信頼し合い，その信頼を裏切らない行動をしようとする心情を育てる。

主な活動　◯発問　◎主発問　□補助発問 予想される児童の反応 指導上の留意点　　評評価

１　友情・信頼についてのアンケートの結果を提示
  し，経験を想起する。

２　現在の友情・信頼についての考えを認識する。
　○　友達と友情がある関係とは，どのような関係
    ですか。

・友情は必要。
・友情は必要だけど理由は分
　からない。

・仲よし。
・遊ぶ関係。
・信頼

・意識調査の結果から，他者の考えを知り，道徳的
  価値への動機付けを図る。

・自分の道徳的価値についての考えを表現すること
  で，問題意識を高め主体的に考えられるようにす
  る。

３　本時では，「友の命」のピシアスのために尽く
　うとするデモンと，必ず約束を果たそうとするピ
　シアスの道徳的価値について話し合う。
  ○　デモンはどんな気持ちからピシアスの代わり
　　になろうとしたのか。
　□　すごい，先生には無理だな。
　□  先生も絶対に同じことするよ。
　○　ピシアスはどんな気持ちだったか。
　□　先生だったら，その場に絶対に戻ってこない
　　よ。自由になったんだ。
  □　絶対戻るよね。
　　　　　　　　　　　　　　  　（個人・対話）
　◎　いよいよじこくになりました。一だん、二だ
　　ん，・・・その時，自分がデモンならこの場面
　　でどのようなことを言ったり，考えたりします
　　か。
　□　後悔はしていないよね。
　□　自分からピシアスと代わったんだよね。
　□　何に後悔しているの。友達だったことかな。
　　後悔するかな。約束は自分でしたこと，自分の
　　判断だよ。
　　　　　　　　　　　　　（個人・対話・議論）
４　現在の自分自身の友情・信頼関係の状況から考
　える。
　○　友達のことを考えて，友情を深めていくため
　　にはどうしたらいいかな。
  ○　友達のことを考えていない，友情が深まらな
　　い原因になることはどんなことかな。
　　　　　　　　　　　　　（個人・対話・議論）

・友達だから。
・仲がいいから。
・信頼しているから。

・嬉しい。
・感謝している。

・まだ信じる。
・友達だから帰ってこなくて
　もいい。
・きっと何かあったんだ。
・後悔している。
・何で帰ってこないんだ。
・残念。
・諦める。

・信用する。
・裏切らない。
・相手のことを考える。
・思いやりをもつ。

・行為のみを問題として発言や記述をしている児童
　には，補助発問を通して，根拠を問い，道徳的問
  題として考えられるようにする。
・王様の性格や「互いに信頼し合う関係」など存在
　しないという考えに触れる。
・児童にとって日常生活とかけ離れている教材内容
　のため，児童が自分との関わりで，考える必然性
　や切実感をもち，道徳的価値について理解が深め
　られるように，児童のつぶやきや発言に対して，
　問い返しの工夫を行っていく。
・事前の意識調査を生かし，意図的な指名をしたり
　発問に対して，時間配分を工夫したり，児童の道
　徳的価値に対して，考え続けられるようにする。
・自己内対話や他者との交流で，自分の考えのよさ
　や課題に気付き，道徳的価値に対して，自覚を深
　めていけるようにする。
・道徳的価値について理解が深められるように，児
　童のつぶやきや発言に対して問い返しの工夫を行
　う。

５　友情・信頼について自分の考えを再認識する。
 　○　友達と友情がある関係とは，どのような関係
     ですか。

６　これまでの自分について振り返る。
 
７　説話を聞く。

・信じ合える仲。
・自分のことだけを考えてい
　てはよくない。
・相手を信用する。
・相手を助ける。
・信頼関係。

・今までは，自分のことしか
　考えられなかった。
・これからは相手のことも考
　える。
・先生も悩んだりするんだ。
・難しいことなんだな。
・私にもできそうだな。

・考えの交流後に，導入時と同一の発問を再提示し
　て，道徳的価値への理解が深められるようにする。
・今までの自分，これからの自分について，まとま
　りとしての振り返りを行う際は，導入時の自分の
　考えと比較して何について考えて，何を学んだか
　を記述する。
評自分の意思や判断に基づいて，納得できる考えを
  導き出している。


